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日本のがん登録をめぐる足跡 

 
1951年 ・わが国初の地域がん登録が宮城県内で開始 

1954年 ・日本で初めて地域がん罹患率が報告される 

1957年~59年 ・広島市（1957年）と長崎市（1958年）の医師会が 

原爆傷害調査委員会（現、財団法人放射線影響研究所）の協力を得

て腫瘍登録を開始 

1960年代 ・1962年、大阪府と愛知県で地域がん登録が開始 

1970年代 ・神奈川県（1970 年）、鳥取県（1971 年）、北海道（1972 年）、

高知県（1973年）、 山形県（1974年）、千葉県（1975年）で地

域がん登録が開始 

1975年 ・厚生労働省の支援を受けて地域がん登録研究班が発足 

1979年 ・国の第4次悪性新生物実態調査で初めて地域のがん3年生存率が公表

される（13道府県） 

1983年 ・老人保健法公布に伴う、国庫補助の開始 

（それまで 14 道府県で実施されていた地域がん登録制度が多くの自治

体に急速に広がる） 

1984年 ・第 8回国際がん登録学会が福岡市で開催される 

1989年 ・国の第 5 次悪性新生物実態調査に 1 道 1府 14 県 2 市のがん登録が

参加 

1992年 ・地域がん登録全国協議会（JACR）が大阪で発足 

1995年 ・JACR モノグラフが創刊される（以後年 1回刊行） 

1996年  ・地域がん登録研究班が「がん登録個人情報保護」ガイドラインを発表 

1998年 ・補助金の一般財源化がん登録は、都道府県の自主性に委ねられる  

2002年８月 ・健康増進法公布 がん登録を国及び地方公共団体の努力義務と規定 

2004年 4月 ・第 3次対がん 10 か年総合戦略が始まる。「がん予防対策のためのがん罹

患・死亡動向の実態 握の研究」班（祖父江班長）による 15 府県に対し

ての支援体制が開始 
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2005年 9月 ・JACR が「地域がん登録における機密保持に関するガイドライン」を刊行す

る（大島明理事長） 

2006年 6月 ・がん対策基本法公布 

2006年 10月 ・国立がんセンターがん対策情報センターがん情報・統計部地域がん登録室

の開設 

2007年 4月 ・がん対策推進協議会が発足 がん対策推進基本計画が公表される 

・ がん対策基本法の理念に基づきがん診療連携拠点病院の指定が開始 

（これによりがん罹患の届出件数が全国的に急増する） 

 

2010年１月 ・JACR が NPO法人となる 

2010年 10月 ・第 32 回国際がん登録学会（横浜市）を、国立がん研究センターと

JACRが共催する 

 

2012年  ・がん対策推進協議会にて次期がん対策推進基本計画が策定され、がん

登録の更なる推進が明記される 

・JACR ががん登録の法制化を要望する意見書を厚労大臣らへ提出 

・宮崎県と東京都を最後に、全国47都道府県で地域がん登録事業が実

施される体制に 

・国際がん研究機関（IARC、リヨン）が発刊する、「5 大陸のがん罹患」第

1０巻に、 宮城、新潟、福井、愛知、大阪、広島、佐賀、長崎のデータが

掲載。宮城は、 第 1刊から連続 10回の掲載となる。 

 

2013年 

12月 6日 

・「がん登録推進法」が成立 

2015年 ・ JACR が安全管理措置モニタリング事業を開始 

2016年 1月 ・「がん登録推進法」が施行。地域がん登録は国の事業となる。 

2016年 ６月 ・地域がん登録全国協議会は日本がん登録協議会と改名。 

2016年 9月 ・JACRが朝日がん大賞を受賞 

2016年 10月 ・JACR は国立がんセンターからの受託業務として、都道府県のがん中央登
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録室・職員を対象とした安全管理措置モニタリング事業を開始 

2017年６月 ・全国がん患者連合会と JACRが J-CIPプロジェクト協定書を締結 

 

2018年 1月 ・日本からは宮城、秋田、山形、栃木、群馬、茨城、神奈川、新潟、福井、

山梨、愛知、大阪、兵庫、広島、愛媛、佐賀の 16 府県が参加した、

CONCORD-3 の結果の論文が LANCET に掲載 
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JACRの૾ய（８ڭڬڮ年ڮ月ڮ日ৎਡ） 

 
ਫ会員（47都道府県ٹ 1市、1研究団体） 

北海道、ஒ県、గু県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、 

൮県、千葉県、ূ都、神奈川県、新潟県、୕山県、લ川県、福井県、山梨県、 

長県、ว県、ಯ岡県、愛知県、ਕ県、ཱྀ賀県、都府、大阪府、兵庫県、奈ଐ県、ਮ

స山県、鳥取県、島உ県、岡山県、広島県、山ઠ県、島県、ಘ川県、愛媛県、高知県、福

岡県、佐賀県、長崎県、ി本県、大ী県、宮崎県、ಧు島県、బಐ県、広島市 

（一）がん統計センター 

 

 （団体ڮ3）団体එ助会員ٹ

（一）全日本崛ー崺ー協会（5ઠ） 

（公）日本医師会、日本生୵保૫ৼ൩会、ূ海日動岬んしん生୵保૫（ઙ）、 

ূ海日動ౌ಼保૫（ઙ）、୕ৢ （ઙ）（4ઠ） 

崊嵉リ崓ンフ崉嵇リー生୵保૫会、MSD （ઙ）（3ઠ） 

（公）日本ຓఐ医師会、（ઙ）嵌崗嵓崰本、崝イニ崗崡（ઙ）、のಞ（ઙ）、（ઙ）嵔

崲崮崫崗、保崠嵋崹ン日本௪峜まわり生୵保૫（ઙ）、୲ଲఇ（ઙ）、୕フイ嵓嵈嵉デ崋

崓嵓（ઙ）、嵆ニ嵍ライフ生୵保૫（ઙ）（2ઠ） 

（公財）日本対がん協会、崊崡崰ラ崤崵崓（ઙ）、୕嵔崻崒（ઙ）、見ଲఇ（ઙ）、大ุ

ఇષੵ業（ઙ）、൘井ఇષੵ業（ઙ）、大ౖଲఇ（ઙ）、中ਗଲఇ（ઙ）、第一ਕુ

（ઙ）、ノ崸嵓崮崋崡フ崉ー嵆（ઙ）、（ઙ）崕嵋ン崝ー崡崕嵋ン、嵉嵓崗セ嵕ーノ（ઙ）、フ崉イ崞ー

（ઙ）、日本 IBM （ઙ）、૱田ఇષੵ業（ઙ）（1ઠ） 

 

 個人එ助会員（６名）ٹ

岡本 ઉౘ （ڱ名） 
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 員（รู略）૽ٹ

理事長 ၘ木 ਦඥ 群馬県ୋ生୭研究所 

ౢ理事長 

 

ਧ ఒ一 金医ఐ大学 

大木 岮峄峩 栃木県立がんセンター 

理事 ൄ木 文ේ （公財）群馬県健೨づ岹り財団 

 ਕ ஐ 千葉県がんセンター 

 安田 ยఴ 高知大学ઇ研究部 

 ૈ௳ ্ ൞大学医学部ဟര病院 

 田 健 ূ都立病院 

 宮代  大阪国際がんセンター 

 പ山 ඥ （公財）放射線影響研究所 

 టઢ ೢ 愛知県がんセンター研究所 

૰事 ൺ山 ྒྷ代 神奈川県立がんセンター 

第ڳڮ回 

学ૐ会長 

増田 人 ᅻૉ大学医学部ဟര病院がんセンター 

൹ਖ 田中 ஶ 大阪府ਮ田保健所 

ๅ田 ೦一 全国ୋ生部長会 

岡本 ઉౘ ઙૄ会嵔崲崮崫崗 

 

 ர委員会（รู略）ٹ

委員会名 委員長 

学委員会 安田 ยఴ 

安全管理委員会 ਧ ఒ一 

広報委員会 ૈ௳ ্ 

ઇ研ఊ委員会 大木 岮峄峩 

国際委員会 టઢ 峰り 

 木 ਦඥၘ ۅھڸٕڿ
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༟制度 

 

（1） 学တཫೖ 

がん記Ⴕ学の研究ীでરれた研究業ౚの岬る 50ୃ以ৣの研究を対象とする。 

 

 これまでの受ೖഄ（รู略） 

 

受ೖ年 回 受ೖ 所ര 

ਛ 24年 第１回 ૈ田 ඈ大 国立がん研究センター 

ਛ 25年 第ڮ回 പ山 ඥ 放射線影響研究所 

ਛ 26年 第گ回 ൺ田 ࿊୬ 国立がん研究センター 

ਛ 27年 第ڰ回 టઢ 峰り 大阪府立ਛ人病センター 

ਛ 28年    

ਛ 29年 第６回 田大 大阪国際がんセンター 

 

（2） 実務労表༟ 

地域がん登録事業の実務業（主として登録・఼録業務）にگ年以జ事し、高岮ૼを峬峍

て地の登録事業のෟな実に൴したを対象とする。 

受ೖ年 受ೖ 所ര 

ਛڴڮ年 山ઠ ඈ 長崎県がん登録室 

（放射線影響研究所Ⴕ学

部腫瘍ੌ௶登録室） 

 ௳本  長崎県がん登録室（放射線

影響研究所Ⴕ学部腫瘍ੌ

௶登録室） 

 ൺ山 ೨ 放射線影響研究所Ⴕ学部

腫瘍ੌ௶登録室 
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 大ౖ 理૭ 岡山大学病院 医事ୖ 

（岡山県がん登録室） 

 લ田 理౩ 大阪府立ਛ人病センターがん

予防情報センター 

 岡੪かおり 大阪府立ਛ人病センターがん

予防情報センター 

 ഏ田 ဋ 千葉県がんセンター研究所が

ん予防センター 

 高໕௵ 千葉県がんセンター研究所が

ん予防センター 

 川੨ ๊ ൞大学医学部ဟര病院 

 

 

 

 

 

（3） ઢ本టਕೖ 

国際がん登録学会な峓、JACR が指定する国際学会にお岮て、がん記Ⴕ学・がん対策の研究ী

でરೢな研究発表を行峍た 45ୃ以ৣのを対象とする。 

受ೖ年 受ೖ 所ര 

ਛڵڮ年 福井 รམ 大阪国際がんセンター 

 田中 奈 ൞大学大学院 

医学研究ఐ 
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学ૐ会の৫催၎ഄ 

 
開催日 回 開催地 大会長 

ਛ 4年 12月 10日 第 1回 大阪市 ઢ本టਕ 

ਛ 5年 10月 8日 第ڮ回 市 高ೣ 

ਛ 6年 9月 21日 第گ回 広島市 馬  

ਛ 7年 9月 21日 第ڰ回 山形市 佐ઢ ౘ 

ਛ 8年 9月 20日 第ڱ回 長崎市 田 高ଐ 

ਛ 9年 9月 12日 第６回 千葉市 ੨田  

ਛ 10年 9月 4日 第ڳ回 名ଽો市 田島 ਮ 

ਛ 11年 9月 14日 第ڴ回 神ૺ市 લ田  

ਛ 12年 9月 14日 第ڵ回 ૯ଘ市 岡本 ઉౘ 

ਛ 13年 9月 14日 第１０回 大阪市 大島 明 

ਛ 14年 9月 13日 第１１回 ৪市 本 ิ 

ਛ 15年 9月 12日 第１ڮ回 福井市 ઢ田 学 

ਛ 16年 9月 2日 第１گ回 市 ▏ 一 

ਛ 17年 9月 2日 第１ڰ回 ূ都 祖父江 ௵ේ 

ਛ 18年 9月 1日 第１ڱ回 山形市 ૈ田 ජ 

ਛ 19年 9月 7日 第１６回 広島市 ు ਮ 

ਛ 20年 9月 12日 第１ڳ回 長崎市 関உ 一 

ਛ 21年 9月 4日 第１ڴ回 新潟市 ৵ૈ原 ೢ一 

ਛ 22年 10月 15日 第１ڵ回 ૯ଘ市 岡本 ઉౘ 

ਛ 23年 9月 15日 第０ڮ回 千葉市 ਕ ஐ 

ਛ 24年 6月 8日 第１ڮ回 高知市 安田 ยఴ 

ਛ 25年 6月 14日 第ڮڮ回 秋田市 加ઢ າ 

ਛ 26年 6月 13日 第گڮ回 ஸ市 中 一ಋ 

ਛ 27年 6月 11日 第ڰڮ回 ଶ市 ၘ木 ਦඥ 

ਛ 28年 6月 3日 第ڱڮ回 金市 ਧ ఒ一 
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ਛ 29年 6月 9日 第 26回 ૈ山市 本 ๕൞ 

ਛ 30年 6月 13日 第 27回 ຏೱ市 増田 人 
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な行 

 

（1） News letter 

No.1ع No.44（1997年2018ع年） 

年ڮ回刊行 

http://www.jacr.info/publicication/publicication3.html にて公開 

 

（2） JACR Monograph 

No.1عNo.23（1994年ڴ０１ڮع年） 

 

（3） எた峋の地域がん登録 

2012年出ග 

 

（4） 地域がん登録のুਬき 改ၖ第ڱග・ถග 

2013年発行 

 

（5） 地域がん登録における機密保持に関するガイドライン 

2005年 9月発行 
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国でのな催峁 

 

（1） 公ಃୋ生学会に崾ー崡出ன・自ૐ会 

「本ਊに患・市ড়が知りた岮がんの情報とは୦かء」の開催 

2017年 11月 1日  ᅎ؟ಧు島県ড়ઐセンター 

 

（2） 始ま峍たൌがん対策に関する崟ン嵅崠崎嵈 

「始ま峍たൌがん対策عがん登録できりになる峇の実態ع」を日本医師会とુ催 

2017年 11月 25日  ᅎ؟日本医師会ை大ൡ 

ਟৃ数１０１؟名 

 

（3） 「がん患学会」を全国がん患団体連合会とુ催 

2017年 12月 16日、17日  ᅎ؟大阪国際がんセンター 

 

 

 



JACRણ動ৱમ 

 

310 
 

JACR Monograph ံ規定 

 

2018年 2月現 

 

 対象とする論文の学୩域  

JACR モノグラフは、 

① がん登録ৱમをણ৷したがんの記Ⴕ学研究 

② 人ઠ動態死亡情報ಉの府統計ৱમを৷岮た、がんの記Ⴕ学研究 

③ 院内がん登録ৱમを৷岮た病院のがん医療機ચの௬に関する研究 

④ がん対策の੫画、立੧、モニタリング、௬に関する策的研究 

⑤ がん登録事業のౄ実峮、ৱમのਹણ৷のയ進をるための法会ఐ学およ峝情報ఐ学的

研究 

⑥ がん登録ৱમとの記録ස合の結果を৷岮た崛ー嵃ー崰研究 

⑦ 峇のの国際協研究をஅめたがんの記Ⴕ学的研究 

のীからの論文のံをຈಶします。 

 

 

ံ受હ期峮ံૠஙに峎岮ては、JACR 嵃ー嵈嵂ー崠を岾નੳ岹峊さ岮。 

http://www.jacr.info/ 
 

 

  


